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１．敷地周辺海域の地質層序
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コメントNo.S143
１．敷地周辺海域の地質層序

地質・地質層序・地質構造（津軽海峡西側海域の層序）

津軽海峡西部
平舘海峡

ＢＷ１
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ＢＷ３

ＢＷ

ＣＷ

ＤＷ

ＥＷ

ＡＷ

 津軽海峡西側海域の層序は，調査範囲の敷地周辺海域とは連続しないことから，独立して個別に扱う。

 津軽海峡西側海域の地層は，敷地周辺海域の津軽海峡（東側）・陸奥湾の層序と概ね同様に，反射パターン，不整合関係等から層序区分される。

 上位よりＡw層，Ｂw層，Ｃw層，Ｄw層，Ｅw層に区分される。

 Ｂ層は，反射パターン及び軽微な不整合から，上位よりＢw１部層，Ｂw２部層及びＢw３部層に細分される。
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コメントNo.S143

津軽海峡西部
平舘海峡
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１．敷地周辺海域の地質層序

地質・地質層序・地質構造（津軽海峡西側海域の堆積層の年代：大間前面海域①）
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 ＣW層分布域において，電源開発㈱により柱状採泥（St.2，St.4）が実施されている。
 St.2では，CN13b～14に属する石灰質ナノ化石及びNPD9～10に属する珪藻化石が確認されている。
 St.4では，CN13b～14に属する石灰質ナノ化石及びメタセコイア属の花粉化石が確認されている。

 以上のことから，両地点で採取された地層の堆積年代は前期更新世と判断される。
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 大間沖において，電源開発㈱により海上ボーリング（S-201、S-102）が実施されており，中部～上部中新統の大間層・易国間層，鮮
新統～下部更新統の大畑層が確認されている。

 音波探査記録とボーリングデータとを比較・検討した結果，ＥW層は易国間層及び大間層に，ＤW層は大畑層に対比される。

コメントNo.S143

津軽海峡西部
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１．敷地周辺海域の地質層序

地質・地質層序・地質構造（津軽海峡西側海域の堆積層の年代：大間前面海域② ）

※この図面は，電源開発(株)が実施した海上音波探査の記録を
当社が独自に解析・作成したものである。
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 ＤW層は鮮新統の茂辺地川層に，ＣW層は下部更新統の富川層に対比される。

 函館平野西縁断層帯付近において，陸域の地層との連続性を検討した。

１．敷地周辺海域の地質層序

地質・地質層序・地質構造（津軽海峡西側海域の堆積層の年代：函館南方海域 ）
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コメントNo.S143
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S7
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 根岸西方断層付近において，陸域
の地層との連続性を検討した。

 ＥW層は中新統の長根層・小泊層・
今別安山岩類・塩越層に，ＣW層は
下部更新統の蟹田層に対比される。

※陸域の地質図は、「青森県地質図」(1998)を使用している。

１．敷地周辺海域の地質層序

地質・地質層序・地質構造（津軽海峡西側海域の堆積層の年代：平舘海峡①）
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「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）
による活断層
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 平舘海峡において，電源開発㈱により柱状採泥（S7）が実施されている。
 ＢW1層の上部に十和田カステラ火山灰層（To-CP）が確認されている。To-CPの噴出時期は，Toya（115～112ka）と
Aso-4（90～85ka）との間である。

 Ｂ 1層の堆積年代は，To-CPとＢW1層基底面との間の層厚を考慮すると、少なくとも最終間氷期を含んでいるものと
考えられる。

１．敷地周辺海域の地質層序

地質・地質層序・地質構造（津軽海峡西側海域の堆積層の年代：平舘海峡② ）

津軽海峡西部
平舘海峡
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コメントNo.S143

※この図面は，国土地理院が実施した海上音波探査の記録を
当社が独自に解析・作成したものである。

電源開発(株)実施によるボーリング
調査結果
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余 白
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２．敷地～敷地近傍の地質層序



2-2２．敷地～敷地近傍の地質層序

敷地の地質層序

敷地の新第三系の地質構造図

敷地の新第三系の地質層序表

※蒲野沢層e部層から，珪藻化石分析結果から，Denticulopsis lautaが産出している。

 敷地の新第三系は，下位より，新第三系中新統の猿ヶ森層，泊層及び蒲野沢層で構成され，泊層には安山岩が貫入する。

 泊層上部層分布域に，地塁状をなして泊層下部層が分布し，半地溝状～地溝状をなして蒲野沢層が分布する。

 猿ヶ森層は，敷地においては地表付近には分布しない。

 敷地の主要な断層は，これらの地質分布を規制する正断層である。

※

岩種境界

e部層 砂岩

d部層 礫岩・砂岩

c部層 砂岩

b部層 泥岩

a部層 礫岩・砂岩

安山岩岩脈

火山砕屑岩

安山岩溶岩

火山砕屑岩

安山岩溶岩

敷地境界

地層境界
（蒲野沢層と泊層上部層の不整合）

地層境界

主要断層
その他の断層（破線は推定断層）

地質断面図位置

（断層線のケバは落ちの方向，矢印は面の傾斜方向）

蒲野沢層

泊層

上部層

泊層

下部層

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－１ p2-15 再掲



2-3２．敷地～敷地近傍の地質層序

敷地の猿ヶ森層の分布，岩相

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－１ p2-16 再掲

２’

敷地の猿ヶ森層模式柱状図

 猿ヶ森層は，敷地北部の泊層上部層の下位（深度約70m～約240m以深）に分布する。

 本層は，主に礫岩，砂岩，軽石質凝灰岩及び泥岩からなる。
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HK-4

A78-h8

A78-h8（投影）



2-4２．敷地～敷地近傍の地質層序

敷地の泊層下部層の分布，岩相

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－１ p2-17 再掲

敷地の泊層下部層模式柱状図

O3-7 243.2～243.7m  灰黒色凝灰角礫岩基質はガラス質な凝灰岩からなる

O3-7 213.0～213.5m 灰黒色安山岩溶岩自破砕状をなす

O3-7 261.0～261.5m 灰黒色凝灰角礫岩 基質は石質をなし亜円～円礫を僅かに含む

O3-7 296.3～296.8m   暗灰色火山礫凝灰岩亜円～円礫多く基質は石質を示す

 泊層下部層は，原子炉施設設置位置付近では深度約170m～約250m以深で泊層上部層の下位に分布する。

 本層は，主に安山岩溶岩，火山砕屑岩を主体とする。
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O3-7

原子炉建屋設置位置（投影）

原子炉建屋設置位置

O3-7



2-5２．敷地～敷地近傍の地質層序

敷地の泊層上部層の分布，岩相

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－１ p2-18 再掲

敷地の泊層上部層模式柱状図

O3-7 120.4～120.9m  灰黒色安山岩溶岩自破砕状をなす

O3-7 62.5～63.0m オリーブ黒色火山礫凝灰岩基質は石質な凝灰岩からなる

O3-7 141.3～141.8m 緑黒色凝灰岩粗粒で基質は石質である

O3-7 185.3～185.8m   緑黒色凝灰角礫岩基質はガラス質を示す

 泊層上部層は，敷地全体に分布し，猿ヶ森層，泊層下部層を被覆する。

 本層は，主に安山岩溶岩，火山砕屑岩より構成される。
O3-7
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2-6２．敷地～敷地近傍の地質層序

敷地の蒲野沢層の分布，岩相

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－１ p2-19 再掲

C60-k  85.3～85.8m 暗オリーブ灰色礫質砂岩 安山岩やスコリア等の小礫を含む

C60-k  164.3～164.8m オリーブ黒色礫質砂岩 貝化石片やスコリア，軽石礫を含む

C60-k  41.2～41.7m オリーブ黒色凝灰質砂岩 塊状を示し砂岩や凝灰岩と互層をなす

C60-k  164.3～164.8m 暗赤褐～オリーブ灰色礫岩・砂岩 炭化物，カキ床を含む

C60-k  191.1～191.6m 暗褐灰色泥岩・礫岩 泊層中新世風化部を起源とする

 蒲野沢層は，新第三系が半地溝～地溝状をなす範囲で泊層上部層を不整合に被覆して分布する。

 本層は，主に泥岩，砂岩，礫岩より構成され，岩相，化石相等により，ａ部層～ｅ部層の５部層に区分される。
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Ⅲ
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敷地の蒲野沢層模式柱状図

C60-ｋ



2-7２．敷地～敷地近傍の地質層序

猿ヶ森層と泊層下部層の層位関係

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－１ p2-20 再掲

敷地北部の地質構造図

泊層下部層が地塁状をなして分布

敷地北部の地質構造図

泊層下部層が地塁状をなす

猿ヶ森層は泊層上
部層の下位に分布

泊層下部層は泊層上
部層の下位に分布

 泊層下部層は，Ｆ－４断層，Ｆ－５断層，Ｆ－６断層及びＦ－７断層に囲まれて地塁状をなして分布する。

 泊層下部層は,地塁状ブロックの東側，西側，南側では泊層上部層の下位（深度約200m以深）に分布する。

 猿ヶ森層は，敷地北端部（1-1’断面）において泊層上部層の下位に分布する。

凡 例

東西方向地質断面図

南北方向地質断面図

泊層下部層が地塁状をなして分布

泊層下部層が地塁状をなす

泊層下部層は泊層上部層の下位に分布猿ヶ森層は泊層上部層の下位に分布



2-8２．敷地～敷地近傍の地質層序

猿ヶ森層と泊層下部層の層位関係

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－１ p2-21 再掲

泊層下部層

火山砕屑岩

泊層の上部層と下部層の間に猿ヶ森層が挟まれる（2－2’ 断面図）

 Ｆ－７断層，Ｆ－８断層の西側では，泊層上部層の下位に分布する猿ヶ森層が，泊層下部層の
上位に分布することが確認されている。

 泊層下部層は，敷地の北側では確認されていないことから，泊層下部層と猿ヶ森層は指交関係
にあるものと考えられる。

猿ヶ森層

細礫岩

砂岩

【A78-h8孔コア写真：深度299m～311m】

泊層下部層の凝灰角礫岩を猿ヶ森層砂岩が被覆する状況

敷地の地質構造図

A78-h8

泊層下部層 火山砕屑岩猿ヶ森層 細礫岩304.3m 304.8m
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1-1’断面では泊層下部層が確認されていない

猿ヶ森層の下位に
泊層下部層が分布

猿ヶ森層が分布

1’1

2’2

3’3

5’5 Ⅱ’

Ⅱ

猿ヶ森層と泊層下部層の関係を示すパネルダイヤグラム

パネルダイヤグラムは，泊層上部
層の下面を水平とした場合の，
猿ヶ森層と泊層下部層の分布を示
し，泊層上部層堆積前の断層変位
のない状態を復元したものである。

パネルダイヤグラムの断面線位置図

● 泊層下部層，猿ヶ森層確認ボーリング

●

●

●●

●
●

●

●

●

●

● ● ●

● ● ●● ●

●

●

●

断面線

1’

1 2’2

3’3

5’5

Ⅱ’

Ⅱ

 泊層上部層の基底面を基準面（水平面）とした敷地北東部における猿ヶ森層と泊層下部層の層序断面のパネルダイヤグラムを示す。

 北側では泊層上部層の直下に猿ヶ森層が分布するのに対して，南側では泊層上部層の直下には泊層下部層が分布する。

 北側の1-1’断面では泊層上部層の下位に猿ヶ森層のみ分布し泊層下部層が分布しないこと，2-2’断面では猿ヶ森層の下位に泊層下部層が分布すること，3-3’断面では泊層下部
層の下位に猿ヶ森層が分布する可能性があることから，両者は敷地北部で指交関係にあると判断される。

泊層下部層に

泥岩礫が含まれる

２．敷地～敷地近傍の地質層序

猿ヶ森層と泊層下部層の層位関係

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－１ p2-22 再掲
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泊層上部層の反射面

泊層下部層，猿ヶ森層の反射面

蒲野沢層の反射面

凡 例

反射法弾性波探査深度断面

 敷地東部で実施した南北方向の反射法弾性波探査H7-A1測線の深度断面を示す。

 深度約200m以浅では概ね水平な反射面が認められ，泊層上部層に相当すると考えられる。

 深度約200m以深では南に傾斜する反射面が認められ，地質調査結果と対比すると泊層下部層及び猿ヶ森層に相当すると考えられる。

２．敷地～敷地近傍の地質層序

猿ヶ森層と泊層下部層の層位関係

→Ｓ

Ａ’

Ｎ←

Ａ

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－１ p2-23 再掲
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【K2-13孔コア写真：深度180m～193m】

泊層下部層の火山砕屑岩を泊層上部層の火山砕屑岩が被覆する状況

泊層上部層

火山砕屑岩

泊層下部層

火山砕屑岩

東西方向地質断面図（3-3’断面）

 Ｆ－７断層，Ｆ－４断層の東側では，泊層上部層の下位に泊層下部層が分布する。

 泊層下部層は，岩相，変質の状況から泊層上部層と構造が異なっており，泊層上部層堆積前に
侵食された可能性が考えられる。

敷地の地質構造図

K2-13

泊層上部層 火山砕屑岩 泊層下部層 火山砕屑岩184.0m 184.5m
F-7 f-fF-4

泊層下部層 泊層上部層

岩相

火山
砕屑岩

色 調 灰黒～黒色 緑黒色～褐黒色

礫 種
• 同質の安山岩礫を主体とするものが多い
• 猿ヶ森層起源の泥岩の亜角礫を含む箇
所がある

多種多様な安山岩礫が含まれることが多い

空 隙 一般に多い 一般に少ない

溶岩
角礫と基質の

境界
一般に不明瞭 一般に明瞭

変質

地層全体 肉眼的には変質を受けていない 熱水変質が認められ一般に緑色味を帯びる

脈 硫化鉱物を伴う石英脈がまれに認められる
セラドナイト，モンモリロナイト，石英よりなる

変質脈が多い

泊層下部層と泊層上部層の比較

２．敷地～敷地近傍の地質層序

泊層下部層と泊層上部層の層位関係

3 3'

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－１ p2-24 再掲



2-12２．敷地～敷地近傍の地質層序

猿ヶ森層と泊層上部層の層位関係

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－１ p2-25 再掲

敷地の地質構造図

【A78-h8孔コア写真：深度122m～135m】

敷地北部で泊層上部層が猿ヶ森層泥岩を被覆する状況

東西方向地質断面図（2-2’断面）

A78-h8
泊層上部層

火山砕屑岩

猿ヶ森層

泥岩

猿ヶ森層

泥岩

猿ヶ森層

礫岩

猿ヶ森層 泥岩泊層上部層 火山砕屑岩125.5m 126.0m

 Ｆ－７断層，Ｆ－８断層西側の泊層上部層の下位には猿ヶ森層の泥岩，砂岩が分布している。

 猿ヶ森層は，泥岩層の層厚の変化から，泊層上部層堆積前に侵食された可能性が考えられる。

2 2'
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敷地の地質構造図

泊層上部層

安山岩熔岩

（中新世の風
化によりカオリ
ナイト化）

蒲野沢層b部層

細礫岩 砂岩

【C105-k孔コア写真：深度166m～179m】

蒲野沢層礫混じりシルト岩が泊層上部層の中新世の風化によりカオリナイト化
する安山岩溶岩を不整合に被覆する状況

蒲野沢層a部層

含礫泥岩，角礫岩

（泊層上部層起源
の礫等よりなる）

東西方向地質断面図（6-6’断面）

C105-k

172.0m 172.5m蒲野沢層a部層

含礫泥岩，角礫岩
泊層上部層 安山岩溶岩

 Ｆ－３断層，Ｆ－９断層間の蒲野沢層は，泊層上部層を不整合に被覆する。

 蒲野沢層の基底のa部層は，泊層上部層起源の風化安山岩礫を含む礫岩，含礫泥岩より構成される。

 不整合面直下の泊層上部層は，中新世の風化作用によりカオリナイト化し，褐色～赤色を呈する。

２．敷地～敷地近傍の地質層序

泊層上部層と蒲野沢層の層位関係

6 6'

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－１ p2-26 再掲

敷地の地質構造図

泊層上部層

安山岩熔岩

（中新世の風
化によりカオリ
ナイト化）

蒲野沢層b部層

細礫岩 砂岩

【C105-k孔コア写真：深度166m～179m】

蒲野沢層礫混じりシルト岩が泊層上部層の中新世の風化によりカオリナイト化
する安山岩溶岩を不整合に被覆する状況

蒲野沢層a部層

含礫泥岩，角礫岩

（泊層上部層起源
の礫等よりなる）

東西方向地質断面図（6-6’断面）

C105-k

172.0m 172.5m蒲野沢層a部層

含礫泥岩，角礫岩
泊層上部層 安山岩溶岩

 Ｆ－３断層，Ｆ－９断層間の蒲野沢層は，泊層上部層を不整合に被覆する。

 蒲野沢層の基底のa部層は，泊層上部層起源の風化安山岩礫を含む礫岩，含礫泥岩より構成される。

 不整合面直下の泊層上部層は，中新世の風化作用によりカオリナイト化し，褐色～赤色を呈する。

6 6'



2-14２．敷地～敷地近傍の地質層序

泊層上部層と蒲野沢層の層位関係

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－１ p2-27 再掲

敷地の地質構造図

蒲野沢層b部層

泥岩

蒲野沢層b部層

礫岩

泊層上部層

火山砕屑岩
（不整合面付
近は中新世の
風化によりカ
オリナイト化）

【T25-2g孔のコア写真：深度99ｍ～113m】

蒲野沢層の礫岩が泊層上部層の中新世の風化によりカオリナイト化し，
赤色を呈する火山砕屑岩を不整合に被覆する状況

東西方向地質断面図（1-1’断面）

T25-2g

泊層上部層 火山砕屑岩蒲野沢層 b部層 礫岩

 Ｆ－８断層，Ｆ－１０断層間の蒲野沢層は，泊層上部層を不整合に被覆する。

 不整合面直下の泊層上部層は中新世の風化作用によりカオリナイト化し，褐色～
赤色を呈する。

T25-2g



2-15２．敷地～敷地近傍の地質層序

敷地及び敷地近傍の猿ヶ森層の層位関係，対比

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－１ p2-28 再掲

東京電力・東北電力敷地の地質構造図

東京電力敷地 東北電力敷地

 猿ヶ森層は，東京電力敷地の北部では地表付近に分布し，中部～南部では泊層上部層の下位に分布する。

 猿ヶ森層は，東北電力敷地の北部では泊層上部層の下位（標高-100m～-200m以深）に分布するが，中部～南部では確認されていない。

猿ヶ森層は地表付近に分布する

猿ヶ森層は泊層上部層の下位に分布する 東京電力・東北電力敷地の地質断面図

東京電力（2010）を基に作成
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３．その他の断層・リニアメント
（敷地を中心とする半径30㎞範囲陸域）

3.1 一里小屋付近のリニアメント
3.2 石持東方のリニアメント
3.3 豊栄平付近のリニアメント
3.4 二又付近のリニアメント
3.5 鷹架沼南岸のリニアメント
3.6 金津山付近の文献によるリニアメント
3.7 六ヶ所村老部川上流付近の文献によるリニアメント
3.8 目名東方の文献による推定活断層
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３．その他の断層・リニアメント

3.1 一里小屋付近のリニアメント
3.2 石持東方のリニアメント
3.3 豊栄平付近のリニアメント
3.4 二又付近のリニアメント
3.5 鷹架沼南岸のリニアメント
3.6 金津山付近の文献によるリニアメント
3.7 六ヶ所村老部川上流付近の文献によるリニアメント
3.8 目名東方の文献による推定活断層



3-33.1 一里小屋付近のリニアメント

文献調査及び変動地形学的調査（空中写真判読）

【文献調査結果】

 50万分の１活構造図「青森」（1986），「［新編］日本の活断層」（1991）及び「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）のいずれにおいても，活断層，推定活断層及び
リニアメントは示されていない。

【空中写真判読結果】

 東通村豊栄付近からむつ市石蕨付近に至る約7.5km間に，NNW-SSE方向の２条の並走するＬＤリニアメントが断続的に判読される。

文献による敷地周辺陸域の活断層分布図 敷地周辺陸域のリニアメント分布図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-3 一部修正
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豊栄

石蕨

一
里
小
屋

石蕨平

金谷沢

神山

3.1 一里小屋付近のリニアメント

変動地形学的調査（空中写真判読）

 東通村豊栄付近からむつ市石蕨付近に至る約7.5km間に，NNW-SSE方向の２条の
並走するＬＤリニアメントが断続的に判読される。

 東側のリニアメントは，東通村石蕨平東方からむつ市石蕨付近に至る約4.5km間にお
いて，砂子又丘陵西縁部内に断続的に判読され，丘陵の尾根等に東側が低い不連
続が認められる。

 西側のリニアメントは，東通村豊栄付近からむつ市金谷沢南東に至る約6km間にお
いてて，西側の段丘分布域と東側の丘陵との境界付近に判読され，東側が低い高度
差が認められる。

一里小屋付近の空中写真判読図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-4 再掲
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豊栄

神山

一
里
小
屋

石蕨

石蕨平

金谷沢

 一里小屋付近のリニアメントが判読される地域には，鮮新統～下部更新統の砂子又層及び中部～上部更新統の段丘堆積物が広く分布する。
 東側のリニアメント付近では砂子又層が10゜程度西傾斜の同斜構造を示し，断層は認められない。リニアメントは西側の比較的固結度の高い泥岩と，東側の固結度の低い砂岩との

岩相境界に対応している。

3.1 一里小屋付近のリニアメント

地質調査（地質平面図及び地質断面図）

一里小屋付近の地質図 一里小屋付近の地質断面図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-5 再掲
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豊栄

神山

 砂子又層が５゜程度西傾斜の同斜構造を示し，リニアメントの両側で砂子又層に不連続は認められない。
 リニアメントの西側のみにＭ１面堆積物を覆う古砂丘堆積物が分布し，リニアメントは古砂丘の東縁部に対応する。

3.1 一里小屋付近のリニアメント

地質調査（西側のリニアメント：豊栄付近のボーリング）

西側のリニアメント

LD

豊栄付近の地質断面図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-6 再掲
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豊栄

神山

 砂子又層が５゜程度西傾斜の同斜構造を示し，リニアメントの両側で砂子又層に不連続は認められない。
 表層部に比較的厚い陸成層が分布しているものの，リニアメント西方では，陸成層下部に風成砂層及び極細粒火山灰層

からなる高まりが確認され，その背後では陸成層中に河道で堆積したと考えられる礫混じり砂層が認められる。

3.1 一里小屋付近のリニアメント

地質調査（西側のリニアメント：神山付近のボーリング）

西側のリニアメント

LD

神山付近の地質断面図

極細粒火山灰層

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-7 再掲
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豊栄付近（ボーリング調査）

⇒砂子又層は西に緩く傾斜する同斜構造を示し，
リニアメントの両側で砂子又層に不連続は認め
られない。また，リニアメントの西側のみにＭ１面
堆積物を覆う古砂丘堆積物が分布し，リニアメン
トは古砂丘の東縁部に対応する。

神山付近（ボーリング調査）

⇒砂子又層は西に緩く傾斜する同斜構造を示
し，リニアメントの両側で砂子又層に不連続
は認められない。また，表層部に比較的厚い
陸成層が分布しているものの， リニアメント
の西方では，陸成層下部に風成砂層及び極
細粒火山灰層からなる高まりが確認され，そ
の背後では陸成層中に河道で堆積したと考
えられる礫混じり砂層が認められる。 東側のリニアメント

⇒東側のリニアメント付近では砂子又層が10゜
程度西傾斜の同斜構造を示し，断層は認めら
れない。リニアメントは西側の比較的固結度の
高い泥岩と，東側の固結度の低い砂岩との岩
相境界に対応している。

3.1 一里小屋付近のリニアメント

まとめ

 リニアメント付近には，少なくとも後期更新世以降に活動した断層は存在せず，東側のリニアメントは，岩質の差を反映した侵食地形であり，
西側のリニアメントは，風成層からなる高まりの背後の形態を反映したものと判断される。

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-8 再掲

コメントNo.S142
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３．その他の断層・リニアメント

3.1 一里小屋付近のリニアメント
3.2 石持東方のリニアメント
3.3 豊栄平付近のリニアメント
3.4 二又付近のリニアメント
3.5 鷹架沼南岸のリニアメント
3.6 金津山付近の文献によるリニアメント
3.7 六ヶ所村老部川上流付近の文献によるリニアメント
3.8 目名東方の文献による推定活断層



3-103.2 石持東方のリニアメント

文献調査及び変動地形学的調査（空中写真判読）

【文献調査結果】

 50万分の１活構造図「青森」（1986），「［新編］日本の活断層」（1991）及び「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）のいずれにおいても，活断層，推定活断層及び
リニアメントは示されていない。

【空中写真判読結果】

 東通村石持東方から同村野牛西方に至る約3.5km間に，E-W方向～ENE-WSW方向の２条のLDリニアメントが判読される。

文献による敷地周辺陸域の活断層分布図 敷地周辺陸域のリニアメント分布図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-10 一部修正



3-113.2 石持東方のリニアメント

変動地形学的調査（空中写真判読）

 東通村石持東方から同村野牛西方に至る約3.5km間に，E-W方向～ENE-WSW方向の２条のLDリニアメントが判読される。
 北側のリニアメントは，東通村東栄付近の約2.5km間において判読され，直線状の谷，鞍部の配列からなり，リニアメントを挟んで，Ｈ４面に南側が低い高度差が認められる。
 南側のリニアメントは，東通村鹿橋付近の約2km間において判読され，直線状の谷，傾斜変換部からなり，リニアメントを挟んで，Ｈ３’面に北側が低い高度差が認められる。

石持東方の空中写真判読図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-11 再掲
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 石持東方のリニアメントが判読される地域には，鮮新統
～下部更新統の砂子又層が分布し，砂子又層を不整合
に覆って中部更新統の段丘堆積物が広く分布している。

3.2 石持東方のリニアメント

地質調査（地質平面図及び地質断面図）

石持東方の地質図

石持東方の地質断面図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-12 再掲



3-13

 北側のリニアメントについては，ボーリング調査結果によると，リニアメントの両側でＨ４面堆積物に不連続は認められず，
リニアメントの北側のみにＨ４面堆積物を覆う古砂丘堆積物が分布し，リニアメントは古砂丘の南縁に対応する。

3.2 石持東方のリニアメント

地質調査（北側のリニアメントのボーリング調査）

北側のリニアメント：東栄付近の地質断面図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-13 再掲



3-143.2 石持東方のリニアメント

地質調査（南側のリニアメントのボーリング調査）

 南側のリニアメントについては，ボーリング調査結果によると，砂子又層は北への緩傾斜を示し，リニアメントの両側
で不連続は認められない。表層部では，ローム層あるいは火山灰層が，リニアメントの北側では部分的に薄くなって
おり，南側では部分的に厚くなっていることが確認された。

南側のリニアメント：鹿橋付近の地質断面図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-14 再掲
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 リニアメント付近には，少なくとも後期更新世以降に活動した断層は存在せず，北側のリニアメントについては古砂丘背後の形態を反映したものであり，
南側のリニアメントについては表層部のローム層あるいは火山灰層の層厚の変化を反映したものと判断される。

3.2 石持東方のリニアメント

まとめ

北側のリニアメント：東栄付近（ボーリング調査）

⇒リニアメントの両側でＨ４面堆積物に不連続は
認められず，リニアメントは古砂丘堆積物の南
縁に対応する。

南側のリニアメント：鹿橋付近（ボーリング調査）

⇒砂子又層は北への緩傾斜を示し，リニアメント
の両側で不連続は認められない。リニアメント
はローム層あるいは火山灰層の層厚が変化
する付近に位置する。

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-15 再掲

コメントNo.S142
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３．その他の断層・リニアメント

3.1 一里小屋付近のリニアメント
3.2 石持東方のリニアメント
3.3 豊栄平付近のリニアメント
3.4 二又付近のリニアメント
3.5 鷹架沼南岸のリニアメント
3.6 金津山付近の文献によるリニアメント
3.7 六ヶ所村老部川上流付近の文献によるリニアメント
3.8 目名東方の文献による推定活断層



3-173.3 豊栄平付近のリニアメント

文献調査及び変動地形学的調査（空中写真判読）

【文献調査結果】

 50万分の１活構造図「青森」（1986），「［新編］日本の活断層」（1991）及び「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）のいずれにおいても，活断層，推定活断層及び
リニアメントは示されていない。

【空中写真判読結果】

 横浜町豊栄平付近に，N-S方向の延長の短いＬＤリニアメントが判読される。

文献による敷地周辺陸域の活断層分布図 敷地周辺陸域のリニアメント分布図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-17 一部修正
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豊
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 横浜町豊栄平付近には，N-S方向の延長の短いＬＤリニアメントが判読される。リニアメントは，丘陵斜面における崖，鞍部の配列からなり，東側が低い高度差が認められる。

3.3 豊栄平付近のリニアメント

変動地形学的調査（空中写真判読）

豊栄平周辺の空中写真判読図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-18 再掲



3-193.3 豊栄平付近のリニアメント

地質調査（地質平面図及び地質断面図）

 リニアメント付近には，砂子又層が分布しており，西緩傾斜の同斜構造を示している。砂子又層はリニアメントを挟んで一様な傾斜を示す。

豊栄平付近の地質図

豊栄平付近の地質断面図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-19 再掲
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豊栄平

 日本原燃株式会社が実施したピット調査を解析した結果によれば，この付近に分布する砂子又層は西緩傾斜の同斜構造を示しており，リニアメントは砂子又層の泥岩と砂岩との
岩相境界にほぼ対応している。

⇒リニアメントの位置に断層は存在せず，リニアメントは岩質の差を反映した侵食地形であると判断される。

3.3 豊栄平付近のリニアメント

地質調査（ピット調査），まとめ

調査位置図

横浜町豊栄平南東におけるピット調査結果

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-20 再掲

コメントNo.S142
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３．その他の断層・リニアメント

3.1 一里小屋付近のリニアメント
3.2 石持東方のリニアメント
3.3 豊栄平付近のリニアメント
3.4 二又付近のリニアメント
3.5 鷹架沼南岸のリニアメント
3.6 金津山付近の文献によるリニアメント
3.7 六ヶ所村老部川上流付近の文献によるリニアメント
3.8 目名東方の文献による推定活断層



3-223.4 二又付近のリニアメント

文献調査及び変動地形学的調査（空中写真判読）

【文献調査結果】

 「［新編］日本の活断層」（1991）は， E-W方向及びNNW-SSE方向の２条の「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」を示している。

 50万分の１活構造図「青森」（1986）及び「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）には，同位置に活断層あるいは推定活断層は示されていない。

【空中写真判読結果】

 二又付近に，E-W方向とNW-SE方向の２条のＬＤリニアメントが判読される。

文献による敷地周辺陸域の活断層分布図 敷地周辺陸域のリニアメント分布図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-22 一部修正



3-233.4 二又付近のリニアメント

変動地形学的調査（空中写真判読と文献断層との比較）

 E-W方向とNW-SE方向の２条のＬＤリニアメントが判読される。Ｅ－Ｗ方向のリニアメントはＨ4面上の逆向きの崖であり，北側が低い高度差が認められる。
NW-SE方向のリニアメントは崖，鞍部の配列からなり，南西側が低い高度差が認められる。

 このうちE-W方向のＬＤリニアメントは， 「［新編］日本の活断層」（1991）により示されたものとほぼ対応する。

二又付近の空中写真判読図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-23 再掲

「〔新編〕日本の活断層」（1991）による活断層の

疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）



3-243.4 二又付近のリニアメント

地質調査（地質図）

 新第三系中新統の泊層及び鷹架層，新第三系鮮新統～第四系下部更新統の砂子又層等が分布する。

 これらを不整合に覆って第四系中部更新統の高位段丘堆積物が広く分布し，沢沿いの一部に第四系上部更新統の低位段丘堆積物が局所的に分布する。

二又付近の地質図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-24 再掲



3-253.4 二又付近のリニアメント

地質調査（NW-SE方向のＬＤリニアメント）

調査位置図

第三二又東方における地質断面図

第三二又東方におけるルートマップ

第三二又

雲雀平

 NW-SE方向のＬＤリニアメントが判読される第三二又東方においては，砂子又層の岩相に不連続は認められず，西緩傾斜の同斜構造を示している。

調査位置図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-25 再掲

「〔新編〕日本の活断層」（1991）による活断層の

疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）
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Ａ Ａ’

二又

3.4 二又付近のリニアメント

地質調査（NNW-SSE方向の文献によるリニアメント）

 「[新編]日本の活断層」(1991)によりNNW-SSE方向の「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」が示されている二又北方においては，砂子又層の岩相に
不連続は認められず，西緩傾斜の同斜構造を示しており，段丘面堆積物の基底面にも高度差は認められない。

二又北方における地質断面図

調査位置図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-26 再掲

二又北方におけるルートマップ

「〔新編〕日本の活断層」（1991）による活断層の

疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）



3-27

雲雀平

3.4 二又付近のリニアメント

地質調査（E-W方向のＬＤリニアメント及び文献によるリニアメント）

調査位置図

地質断面図
ボーリング調査位置図

Ａ Ａ’

雲
雀
平

 E-W方向のＬＤリニアメントが判読され，「[新編]日本の活断層」(1991)により「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」が示されている雲雀平西方においては，
日本原燃株式会社が実施した打ち込み式ボーリング調査を解析した結果によれば，Ｈ4面堆積物上面に高度不連続は認められない。

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-27 再掲

「〔新編〕日本の活断層」（1991）による活断層の

疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）



3-283.4 二又付近のリニアメント

まとめ

 空中写真判読によるＬＤリニアメント及び「［新編］日本の活断層」（1991）による「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」に対応する断層は存在しないものと判断される。

NW-SE方向のＬＤリニアメント

⇒砂子又層の岩相に不連続は認められず，
西緩傾斜の同斜構造を示している。

NNW-SSE方向の文献によるリニアメント

⇒砂子又層の岩相に不連続は認められず，
西緩傾斜の同斜構造を示しており，段
丘面堆積物の基底面にも高度差は認め
られない。

É-W方向のＬＤリニアメント及び文献によるリニアメント

⇒Ｈ4面堆積物上面に高度不連続は認められない。

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-28 再掲

コメントNo.S142
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３．その他の断層・リニアメント

3.1 一里小屋付近のリニアメント
3.2 石持東方のリニアメント
3.3 豊栄平付近のリニアメント
3.4 二又付近のリニアメント
3.5 鷹架沼南岸のリニアメント
3.6 金津山付近の文献によるリニアメント
3.7 六ヶ所村老部川上流付近の文献によるリニアメント
3.8 目名東方の文献による推定活断層



3-303.5 鷹架沼南岸のリニアメント

文献調査及び変動地形学的調査（空中写真判読）

【文献調査結果】

 「［新編］日本の活断層」（1991）は，Ｅ-Ｗ方向の「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」を示している。

 50万分の１活構造図「青森」（1986）及び「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）には，同位置に活断層あるいは推定活断層は示されていない。

【空中写真判読結果】

 鷹架沼南岸付近に，E-W方向のＬＤリニアメントが判読される。

文献による敷地周辺陸域の活断層分布図 敷地周辺陸域のリニアメント分布図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-30 一部修正



3-313.5 鷹架沼南岸のリニアメント

変動地形学的調査（空中写真判読）

鷹架沼南岸の空中写真判読図

 E-W方向のＬＤリニアメントが判読され，西部ではＨ５面前面の崖，東部ではＨ５面を開析する直線状の谷，Ｈ４面とＨ５面とを境する崖の配列からなり，いずれも北側が低い高度差が
認められる。

 リニアメントが判読される位置は，「[新編]日本の活断層」（1991）による「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」とは異なっている。

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-31 再掲

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)
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戸鎖

Tg-1

調査位置図

3.5 鷹架沼南岸のリニアメント

地質調査（西部のＬＤリニアメント）

 西部のＬＤリニアメントが判読される戸鎖付近においては，大露頭が認められ，リニアメントを挟んで連続的に確認される砂子又層に変位・変形は認められない。
また，リニアメントは，砂子又層を削り込んで堆積しているＭ１’面堆積物の分布の南限にほぼ対応している。

露頭スケッチ（Loc.Tg-1）

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-32 再掲

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)
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戸鎖

3.5 鷹架沼南岸のリニアメント

地質調査（東部のＬＤリニアメント）

戸鎖南東の地質断面図
（日本原燃株式会社実施）

 東部のＬＤリニアメントが判読される戸鎖南東においては，リニアメントを挟んで，Ｈ５面堆積物に高度不連続は認められない。

調査位置図

戸鎖南東のルートマップ

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-33 再掲

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)
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戸鎖

3.5 鷹架沼南岸のリニアメント

地質調査（文献によるリニアメント）

 「[新編]日本の活断層」(1991)により「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」が示されている戸鎖南方においては，リニアメントを挟んで，Ｈ４面堆積物に
高度不連続は認められない。

戸鎖南方のルートマップ

戸鎖南方の地質断面図

調査位置図
（日本原燃株式会社実施）

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-34 再掲

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)



3-353.5 鷹架沼南岸のリニアメント

まとめ

西部のＬＤリニアメント

⇒砂子又層に変位・変形は認められない。
また，リニアメントは，砂子又層を削り込
んで堆積しているＭ１’面堆積物の分布
の南限にほぼ対応している。

東部のＬＤリニアメント

⇒Ｈ５面堆積物に高度不連続は
認められない。

文献によるリニアメント

⇒Ｈ４面堆積物に高度不連続は
認められない。

 空中写真判読によるＬＤリニアメント及び「［新編］日本の活断層」（1991）による「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」に対応する断層は存在しないものと判断される。

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-35 再掲

コメントNo.S142
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３．その他の断層・リニアメント

3.1 一里小屋付近のリニアメント
3.2 石持東方のリニアメント
3.3 豊栄平付近のリニアメント
3.4 二又付近のリニアメント
3.5 鷹架沼南岸のリニアメント
3.6 金津山付近の文献によるリニアメント
3.7 六ヶ所村老部川上流付近の文献によるリニアメント
3.8 目名東方の文献による推定活断層



3-373.6 金津山付近の文献によるリニアメント

文献調査及び変動地形学的調査（空中写真判読）

【文献調査結果】

 「［新編］日本の活断層」（1991）は，六ヶ所村金津山周辺に５条の「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」を示している。

 50万分の１活構造図「青森」（1986）及び「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）には，同位置に活断層あるいは推定活断層は示されていない。

【空中写真判読結果】

 「［新編］日本の活断層」（1991）により「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」が示されている付近に，リニアメントは判読されない。

文献による敷地周辺陸域の活断層分布図 敷地周辺陸域のリニアメント分布図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-37 再掲
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金津山

滝ノ沢リニアメント

3.6 金津山付近の文献によるリニアメント

各リニアメントの呼称

 「［新編］日本の活断層」（1991）により示されている５条の「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」について，北部のNE-SW方向～WNW-ESE方向のものを
「滝ノ沢リニアメント」，金津山北側のWNW-ESE方向のものを「金津山北方リニアメント」，金津山西側のNNW-SSE方向のものを「金津山西方リニアメント」，金津
山東側付近のNNW-SSE方向のものを「金津山リニアメント」，その東方の短いNNW-SSE方向のものを「金津山東方リニアメント」と称する。

金津山周辺のリニアメント分布図

新 規
第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-38 再掲

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)



3-393.6 金津山付近の文献によるリニアメント

地質調査（滝ノ沢リニアメント）

 滝ノ沢リニアメント周辺には，泊層の凝灰角礫岩及び安山岩溶岩が分布し，安山岩溶岩中に火山礫凝灰岩及び砂質凝灰岩がレンズ状に分布している。また，西方には
砂子又層が分布している。リニアメントの示されている付近に断層は確認されず，岩相境界に不連続は認められない。

調査位置図

滝ノ沢リニアメント周辺の地質図及び地質断面図

金津山

滝ノ沢リニアメント

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-39 再掲

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)



3-403.6 金津山付近の文献によるリニアメント

地質調査（金津山北方リニアメント）

 金津山北方リニアメントの周辺には，泊層の安山岩溶岩が分布している。リニアメントの示されている付近に断層は確認されない。また，安山岩溶岩には変質した部分と
変質していない部分とがあり，その境界がリニアメントにおおよそ対応している。

金津山北方リニアメント周辺の地質図及び地質断面図

金津山

滝ノ沢リニアメント

調査位置図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-40 再掲

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)
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金津山

滝ノ沢リニアメント

3.6 金津山付近の文献によるリニアメント

地質調査（金津山西方リニアメント）

 金津山西方リニアメントの周辺には，泊層の凝灰角礫岩，凝灰質砂岩及び安山岩溶岩が分布し，北西部に貫入岩が認められる。リニアメントの示されている付近に
断層は確認されず，岩相境界に不連続は認められない。

金津山西方リニアメント周辺の地質図及び地質断面図

調査位置図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-41 再掲

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)



3-423.6 金津山付近の文献によるリニアメント

地質調査（金津山リニアメント）

 金津山リニアメントの周辺には，泊層の凝灰角礫岩，凝灰質砂岩及び安山岩溶岩が分布し，南部に貫入岩が認められる。リニアメントの示されている付近に断層は確認されず，
北部においては岩相境界に不連続は認められない。また，南部については貫入岩の東縁がリニアメントにほぼ対応している。

金津山リニアメント周辺の地質図及び地質断面図

調査位置図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-42 再掲

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)

金津山

滝ノ沢リニアメント



3-433.6 金津山付近の文献によるリニアメント

地質調査（金津山東方リニアメント）

 金津山東方リニアメントの周辺には，泊層の安山岩溶岩及び凝灰角礫岩が分布している。リニアメントの示されている付近に断層は確認されず，北部においては岩相境界に不連続は
認められない。また，安山岩溶岩には変質した部分と変質していない部分とがあり，南部ではその境界がリニアメントにおおよそ対応する。

金津山東方リニアメント周辺の地質図及び地質断面図

金津山

滝ノ沢リニアメント

調査位置図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-43 再掲

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)
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金津山

3.6 金津山付近の文献によるリニアメント

まとめ

滝ノ沢リニアメント

⇒断層は確認されず，泊層の岩相境界に
不連続は認められない。

 「［新編］日本の活断層」（1991）による「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」に対応する断層は存在しないものと判断される。

金津山北方リニアメント

⇒断層は確認されず，リニアメントは安山岩溶岩の
変質部と非変質部との境界におおよそ対応して
いる。

金津山西方リニアメント

⇒断層は確認されず，泊層の岩相境界に
不連続は認められない。

金津山リニアメント

⇒断層は確認されず，北部では泊層の岩相境界
に不連続は認められない。また，リニアメントの
南部は貫入岩の東縁にほぼ対応している。

金津山東方リニアメント

⇒断層は確認されず，北部では泊層の岩相境界
に不連続は認められない。また，リニアメント
の南部は安山岩溶岩の変質部と非変質部と
の境界におおよそ対応する。

新 規
第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-44 再掲

コメントNo.S142
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３．その他の断層・リニアメント

3.1 一里小屋付近のリニアメント
3.2 石持東方のリニアメント
3.3 豊栄平付近のリニアメント
3.4 二又付近のリニアメント
3.5 鷹架沼南岸のリニアメント
3.6 金津山付近の文献によるリニアメント
3.7 六ヶ所村老部川上流付近の文献によるリニアメント
3.8 目名東方の文献による推定活断層



3-463.7 六ヶ所村老部川上流付近の文献によるリニアメント

文献調査及び変動地形学的調査（空中写真判読）

【文献調査結果】

 「［新編］日本の活断層」（1991）は，ＮＷ－ＳＥ方向の「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」を示している。

 50万分の１活構造図「青森」（1986）及び「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）には，同位置に活断層あるいは推定活断層は示されていない。

【空中写真判読結果】

 「［新編］日本の活断層」（1991）により「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」が示されている付近に，リニアメントは判読されない。

文献による敷地周辺陸域の活断層分布図 敷地周辺陸域のリニアメント分布図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-46 再掲



3-473.7 六ヶ所村老部川上流付近の文献によるリニアメント

地質調査，まとめ

 六ヶ所村老部川上流付近には，泊層，鷹架層，砂子又層及び段丘堆積物が分布している。泊層は凝灰角礫岩と安山岩質溶岩からなり，「活断層の疑のあるリニアメント（確実度
Ⅲ）」を挟んで，岩相分布に高度不連続は認められない。

⇒「［新編］日本の活断層」（1991）による「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」に対応する断層は存在しないものと判断される。

六ヶ所村老部川上流付近の地質図・地質断面図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-47 再掲

コメントNo.S142
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３．その他の断層・リニアメント

3.1 一里小屋付近のリニアメント
3.2 石持東方のリニアメント
3.3 豊栄平付近のリニアメント
3.4 二又付近のリニアメント
3.5 鷹架沼南岸のリニアメント
3.6 金津山付近の文献によるリニアメント
3.7 六ヶ所村老部川上流付近の文献によるリニアメント
3.8 目名東方の文献による推定活断層



3-493.8 目名東方の文献による推定活断層

文献調査及び変動地形学的調査（空中写真判読）

【文献調査結果】

 「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）は，東通村目名東方に，ほぼN-S方向で長さ約６kmの推定活断層を示している。

 50万分の１活構造図「青森」（1986）及び「[新編]日本の活断層」（1991）には，同位置に活断層あるいはリニアメントは示されていない。

【空中写真判読結果】

 「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）により推定活断層が示されている付近に，リニアメントは判読されない。

文献による敷地周辺陸域の活断層分布図 敷地周辺陸域のリニアメント分布図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-49 再掲



3-503.8 目名東方の文献による推定活断層

地質調査，まとめ

 推定活断層が示されている位置付近には，幅の広いN-S方向の凹地が分布しており，その東側の丘陵には蒲野沢層の頁岩が，凹地内には蒲野沢層の泥岩が，西側の丘陵には
蒲野沢層の軽石凝灰岩がそれぞれ分布している。これら各層はいずれも整合に累重し，約20゜～約30゜西傾斜の同斜構造を示しており，断層は認められない。

⇒ 「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）による推定活断層に対応する断層は存在しないものと判断される。また，凹地は岩質の差を反映した侵食地形と判断される。

目名東方の地質図

目名東方の地質断面図

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－２ p1-50 再掲

コメントNo.S142
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